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会員の皆様へ  

 

 

盛夏の候、ますますご健勝のこととお慶び申しあげます。 

 

去る 5 月 19 日から 24 日まで、世界ウイグル会議の副総裁セイト・トムトルコ氏とウメル・カナット氏を招き、 

 

東京と大阪にてシンポジウムを行いました。元々はラビヤ・カーディル総裁が来日の予定でしたが、パスポートの 

 

更新手続きのトラブルにより、急遽来日が出来なくなり、ウメル副総裁が彼女のメッセージを会場で読み上げました。 

 

 先にラビヤ氏来日とお伝えしながら、このように予定変更となってしまい、深くお詫びを申し上げます。 

 

今回のイベントでは、企画段階から、桜井よしこ先生、関岡英之先生はじめ、沢山の方々の暖かい応援を頂き、 

 

また、自民党国会議員の先生方をはじめ、民主党の国会議員の先生方からも、多大のご協力を頂きました。 

 

5 月 20 日には自民党の国会議員と会見を行い、ウイグルの現状を議員の先生方に直接伝えることが出来ました。 

 

今回のイベントの経験は、これからのわが協会の発展に対して大変役に立ってゆくと思います。 

 

協会が今まで事務所を持たずに、沢山の仕事を予想通りできなかったこともあり、これからの運動をさらに拡大 

 

するためにも、事務所を借りることにしました。現在適当な場所を探している段階です。決定いたしましたら、 

 

皆さんにお知らせをいたします。 

 

  7 月 5 日ウルムチ虐殺 1 周年に記念するため、7 月 4 日東京でデモ、7 月 5 日中国大使館の前で抗議を行う事に 

 

決定いたしました。皆さんのご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

                                2010 年 6 月 28 日 

                                 日本ウイグル協会会長 

イリハム マハムティ 
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  ２年前の長野での体験を語る山際澄夫氏 

                 2010/4/11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ハリー・ウー氏（右端） 

       左端は小林秀英氏 

             2010/4/22 

 

 

当
日
は
、
登
壇
者
の
他
、
ご
来
場
頂
い
て
い
た
、
西
村
幸
祐
先

生
、
三
輪
和
雄
先
生
、
吉
田
康
一
郎
都
議
会
議
員
ら
か
ら
も
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

参
加
者
の
方
々
の
中
に
も
、
２
年
前
の
長
野
に
お
け
る
抗
議
活

動
に
参
加
さ
れ
た
方
が
多
数
お
ら
れ
、
当
時
の
状
況
の
話
に
相
槌

を
打
ち
な
が
ら
聞
き
入
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ハ
リ
ー
・
ウ
ー
氏
講
演
会 

中
国
の
「
労
働
改
造
所
」
の
実
態 

４
月
２
２
日
、
新
宿
区
の
落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
、
ウ

イ
グ
ル
問
題
を
考
え
る
会
主
催
の
講
演
会
「
中
国
の
「
労
働
改
造

所
」
の
実
態
」
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会
も
協
力
団
体
と
し
て
参
加

致
し
ま
し
た
。 

在
米
の
人
権
活
動
家
で
、
米
国
「
労
改
基
金
会
」
の
創
設
者
と

し
て
長
く
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
た
ハ
リ
ー
・
ウ
ー
（
中
国
表
記:

呉
弘
達
）
氏
の
来
日
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

講
演
で
は
、
ご
く
粗
末
な
食
事
し
か
与
え
ず
に
強
制
さ
れ
る
過

重
労
働
や
、
多
く
の
蚊
が
飛
び
交
う
中
で
、
わ
ざ
と
収
容
者
を
放

置
し
、
体
中
を
膨
れ
上
が
ら
せ
る
な
ど
、「
労
改
」
収
容
者
に
対
す

る
虐
待
の
数
々
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
拡
大
す
る
中
国
の
ア
ジ
ア
侵
略
」
講
演
会 

４
月
１
１
日
、
新
宿
区
の
落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
、

「
拡
大
す
る
中
国
の
ア
ジ
ア
侵
略 

２
年
前
の
聖
火
リ
レ
ー

を
振
り
返
っ
て 

～
長
野
が
日
本
で
無
く
な
っ
た
日
～
」
と

題
し
、
協
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
登
壇
者

は
左
記
の
先
生
方
で
す
。 

基
調
講
演 

山
際
澄
夫
氏 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑 

山
際 

澄
夫 

氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

長
田 

幸
康 

氏
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、 

I lo
v
e
 T

ib
e
t!  

管
理
人
） 

小
林 

秀
英 

氏
（
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
考
え
る
会
代
表
） 

関
岡 

英
之 

氏
（
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所 

客
員
教
授
） 

イ
リ
ハ
ム 

マ
ハ
ム
テ
ィ
（
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
長
） 

 

 
 

 

 

 

基
調
講
演
で
は
、
長
く
新
聞
記
者
と
し
て
取
材
、
報
道
に
携

わ
っ
た
山
際
氏
の
視
点
で
、
実
際
に
２
年
前
の
長
野
で
目
の
当

た
り
に
し
た
光
景
か
ら
、
報
道
各
社
の
姿
勢
に
至
る
ま
で
、
幅

広
い
内
容
で
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
道
路
法
規
を
無
視

し
て
中
国
国
旗
を
掲
げ
て
走
行
す
る
車
両
、
チ
ベ
ッ
ト
支
援
者

や
ウ
イ
グ
ル
支
援
者
を
巨
大
な
中
国
国
旗
で
覆
い
、
暴
行
す
る

中
国
人
ら
の
様
子
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
乱
暴
な
行
為
が
あ
り

な
が
ら
、
中
国
人
に
は
一
人
の
逮
捕
者
も
出
な
か
っ
た
事
実
な

ど
が
改
め
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
人
の
被
害
者
か
ら
は
、
複
数
の
被
害
届
が
提
出
さ
れ
て

い
る
事
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
き
ち
ん
と
捜
査
さ

れ
、
検
挙
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
報
道
は
、
未
だ
目
に
す
る
事

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
  

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
春
夏
（
１
） 

 

 

 

熱心に聞き入る参加者ら 

若者から年配者まで、その年齢層は幅広い 

                     2010/4/11 
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世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部
来
日 

 

さ
る
５
月
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部
２
名
が
来
日
致
し
ま

し
た
。
５
月
１
９
日
に
は
セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
副
総
裁
が

ト
ル
コ
か
ら
、
同
２
０
日
に
は
ウ
メ
ル
・
カ
ナ
ッ
ト
副
総
裁
が

米
国
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
成
田
に
到
着
。 

 

今
回
来
日
を
予
定
し
て
い
た
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
総
裁
は

パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
手
続
き
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
ド
ル
ク
ン
・
エ
イ

サ
事
務
総
長
は
、
国
連
人
権
委
員
会
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、

来
日
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
変
更
に
伴
い
、
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

５
頁
に
「
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部
招
聘
と
そ
の
意
義
」
と
題

し
、
レ
ポ
ー
ト
を
、
９
頁
に
セ
イ
ッ
ト
副
総
裁
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

自
民
党
国
会
議
員
と
会
見 

 

５
月
２
１
日
、
東
京
千
代
田
区
の
自
民
党
本
部
に
て
、
同
党

の
国
会
議
員
の
先
生
方
と
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部
、
当
協

会
の
イ
リ
ハ
ム
会
長
ら
で
会
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

両
副
総
裁
か
ら
は
、
昨
年
７
月
以
降
の
現
地
の
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
さ
れ
、
国
会
議
員
の
先
生
方
か
ら
は
、
ウ
イ
グ

ル
の
現
状
へ
の
憂
慮
、
自
民
党
と
し
て
出
来
る
協
力
を
考
え
て

行
き
た
い
、
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
国
会
会
期
中
で
あ
り
、
忙
し
い
時
間
を
縫
っ
て
こ
の

よ
う
な
会
談
の
場
を
設
定
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

諸
先
生
方
に
は
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
春
夏
（
２
） 

  

 

記
者
会
見
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

５
月
２
１
日
、
千
代
田
区
九
段
会
館
に
て
、
当
協
会
主
催
の

記
者
会
見
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

記
者
会
見
は
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
、
外
国
特
派
員
協
会

主
催
の
記
者
会
見
が
中
止
と
な
っ
た
為
、
開
催
し
た
も
の
で

す
。 

 

同
じ
く
九
段
会
館
内
で
開
催
致
し
ま
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

山
本
卓
眞
様
（
日
本
会
議
副
会
長
・
富
士
通
名
誉
会
長
） 

 

宮
崎
正
弘
様
（
評
論
家
） 

 

西
村
眞
悟
様
（
前
衆
議
院
議
員
） 

 

藤
井
厳
喜
様
（
国
際
政
治
学
者
） 

 

ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
様
（
桐
蔭
横
浜
大
学
教
授
） 

 

荒
木
和
博
様
（
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
代
表
） 

 

 

岡
山
文
章
様
（
在
日
台
湾
人
ア
ジ
ア
人
権
研
究
会
会
長
） 

 

永
山
秀
樹
様
（
台
湾
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
） 

 

殿
岡
昭
郎
様
（
中
国
民
族
問
題
研
究
会
代
表
） 

 

ま
た
、
衆
議
院
議
員
の
本
村
賢
太
郎
様
よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

祝
電
を
、
司
会
者
よ
り
読
み
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

第
１
回
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
総
会 

 

５
月
２
２
日
、
新
宿
区
の
落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
、
特
定

非
営
利
活
動
促
進
法
に
基
づ
き
、
初
め
て
の
総
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。 

 

本
総
会
で
は
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部
ら
も
参
加
し
、
平
成
２

１
年
８
月
１
４
日
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
）
よ
り
平
成
２
２
年
３
月
３
１
日

ま
で
の
会
計
報
告
、
監
査
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
０
頁
に
、
承
認
さ
れ
た
収
支
計
算
書
を
掲
載
致
し
ま
す
。 

 
 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ウ
イ
グ
ル
の
未
来
と
日
本
の
役
割
」 

 

５
月
２
２
日
に
東
京
、
四
谷
区
民
ホ
ー
ル
、
翌
２
３
日
に
は

大
阪
社
会
福
祉
会
館
に
て
、
当
協
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ウ
イ
グ
ル
の
未
来
と
日
本
の
役
割
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 
 

登
壇
者 

 

セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
副
総
裁 

 

ウ
メ
ル
・
カ
ナ
ッ
ト
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
副
総
裁 

 

櫻
井
よ
し
こ
先
生
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

東
京
会
場
の
み
） 

 

関
岡
英
之
先
生
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
） 

東
京
会
場
で
は
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
頂
き
、
ま
た
、
会

の
冒
頭
に
、
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。 

 

大
阪
会
場
で
は
、
関
岡
先
生
の
簡
単
な
講
演
も
交
え
、
質
疑

応
答
も
活
発
に
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

上 左から下村博文先生、 

安倍晋三先生、古谷圭司先生、 

衛藤晟一先生、高市早苗先生 

右 左からイリハム会長、 

セイット・トムトルコ副総裁、 

ウメル・カナット副総裁 

         2010/5/21 
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   九段会館で行われた記者会見の様子 

   中央にセイット副総裁とイリハム会長 

左はウメル副総裁 

                2010/5/21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  レセプションで挨拶する 

  セイット副総裁 

        2010/5/21 

  

５
月
１
９
日
か
ら
２
４
日
ま
で
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
副
総

裁
で
あ
る
セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
副
総
裁
が
ト
ル
コ
か
ら
、 

又
、
ウ
メ
ル
・
カ
ナ
ッ
ト
副
総
裁
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
来
日
し
ま
し
た
。  

  

当
初
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
総
裁
と
、

ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
事
務
局
長
の
来
日
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、 

多
く
の
皆
様
に
御
心
配
と
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま
う
形
と

な
り
ま
し
た
が
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

で
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
も
の
は
外
国
人
記
者
特
派
員
協
会
主

催
の
報
道
昼
食
会
に
留
ま
り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
当
初
の
予

定
通
り
の
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
よ
り
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
を
支
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
と
、
各
行
事
の
開
催
に
向
け
て
動
い
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
の
お
力
添
え
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
改
め
て
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

今
回
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
が
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部
招
聘

を
行
う
目
的
は
、
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
を
通
じ
、

ウ
イ
グ
ル
問
題
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
周
知
し
て

い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
第
二
の
目
的
と
し
て
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会

議
の
幹
部
に
、
日
本
の
ウ
イ
グ
ル
支
援
の
現
状
を
実
際
に
御
自
身

の
目
で
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
の
第
一
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

ス
タ
ッ
フ
以
外
の
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
た
御
蔭
も
あ 

り
、
多
く
の
部
分
で
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
有
識
者
の 

皆

様
、
支
援
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
ウ
イ

グ
ル
支
援
の
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

さ
ら
に
、
自
民
党
本
部
へ
の
訪
問
に
お
い
て
も
、
衛
藤
先
生
、

安
倍
先
生
、
古
屋
先
生
、
下
村
先
生
、
高
市
先
生
と
の
会
談
を
通

じ
、
ウ
イ
グ
ル
が
置
か
れ
て
い
る
難
し
い
状
態
を
憂
慮
し
て
い
る 

  

こ
と
、
自
民
党
が
ど
の
よ
う
な
協
力
が
出
来
る
か
考
え
て
い
き

た
い
と
の
お
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

東
京
・
大
阪
の
二
都
市
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
、

多
く
の
皆
様
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で

行
わ
れ
た
セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
副
総
裁
の
講
演
と
、
櫻
井

先
生
の
講
演
（
東
京
の
み
）
を
通
じ
、
ウ
イ
グ
ル
の
歴
史
と
現

状
、
そ
し
て
私
た
ち
日
本
人
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
多
面
的
に

検
証
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
登
壇
い
た
だ
い
た
関
岡
英
之
先

生
に
は
、
今
回
の
来
日
行
事
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
如
何
に
良
い
も
の
に
す
る
か
、 

我
々
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
悩
み
、
計
画
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
御
恩
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

さ
ら
に
第
二
の
目
的
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も

多
く
の
部
分
で
目
的
を
果
た
せ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

私
達
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
の
傘
下

団
体
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
会
長
の
イ
リ
ハ
ム
は
、
常
日
頃
、

各
国
の
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
関
係
者
の
方
と
連
絡
を
密
に
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
で
の
活
動
に
つ
い
て
詳
細
を
認
識
し
、
日
本

に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
問
題
へ
の
活
動
が
如
何
に
大
切
か
を
認
識 

「
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
幹
部 

招
聘
と
そ
の
意
義
」 

 

 

世界ウイグル会議幹部らが訪問 

した日の自民党本部 

            2010/6/21 
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宗
教
へ
の
弾
圧 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
２
０
１
０
年
２
月
か
ら
、
日
本
に
い

る
ム
ス
リ
ム
向
け
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
ウ
イ
グ
ル
で
起
き
て

い
る
人
権
弾
圧
の
実
態
を
知
ら
せ
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
。 

 

日
本
に
い
る
ム
ス
リ
ム
の
人
々
の
母
国
は
、
ム
ス
リ
ム
が
多

数
派
を
占
め
る
国
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
イ
ス
ラ
ム
教
信

仰
が
弾
圧
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
驚
き
と
共
に
、
痛
み
と

し
て
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
で
あ
る
。 

   

 

 

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、
ム
ス
リ
ム
同
士
は
兄
弟
姉
妹
で
あ
り
、

互
い
に
助
け
あ
う
べ
き
存
在
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
が
ウ
イ
グ
ル
人
救
済
の
た
め
に
立

ち
上
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。 

そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
関
心
の
薄
く
、
偏
見
を
持

つ
人
も
多
い
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
隣
国
中
国
国
内
に
お
い
て

弾
圧
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
人
道
的
支
援
と
い
う
こ
と

を
通
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
理
解
し
偏
見
が
解
消
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。 

  

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
教 

様
々
な
文
物
が
行
き
交
っ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
で
あ
る

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
宗
教

が
信
仰
さ
れ
て
い
た
。 

元
々
遊
牧
民
で
あ
っ
た
ウ
イ
グ
ル
人
は
伝
統
的
な
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
信
仰
を
持
っ
て
い
た
が
、
マ
ニ
教
を
国
教
と
し
、
さ
ら

に
は
定
住
化
の
後
に
は
仏
教
や
景
教
（
キ
リ
ス
ト
教
ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
派
）
な
ど
も
受
容
し
、
独
自
の
文
化
を
展
開
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

  

そ
の
後
９
世
紀
こ
ろ
か
ら
庶
民
の
間
で
イ
ス
ラ
ム
教
が
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
支
配
階
級
の
中
で
受
け
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
９
２
０
年
カ
ラ
ハ
ン
朝
の
サ
ト

ク
・
ボ
グ
ラ
・
ハ
ン
か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
４
０
年
後
に
カ
ラ
ハ
ン
朝
は
イ
ス
ラ
ム
教
を
国
教

と
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
国
で
初
め
て

イ
ス
ラ
ム
教
を
受
容
し
た
の
が
カ
ラ
ハ
ン
朝
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

  

中
国
共
産
党
に
よ
る
宗
教
弾
圧 

 

し
て
頂
く
機
会
が
限
り
な
く
少
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
。 

 

今
回
の
来
日
で
は
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
私
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
、
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
、
ど
の

よ
う
な
人
物
行
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
年
次
総
会
や
、
そ
の
ほ
か
の
場
所
に
お
い

て
、
ウ
イ
グ
ル
支
援
の
方
向
性
や
方
法
論
に
つ
い
て
、
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
議
論
を
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。 

来
日
し
た
、
セ
イ
ッ
ト
副
総
裁
、
ウ
メ
ル
副
総
裁
は
、
日
本

で
の
活
動
が
始
ま
っ
て
２
年
足
ら
ず
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

人
々
が
支
援
を
し
て
下
さ
る
状
況
に
触
れ
、
ウ
イ
グ
ル
の
問
題

解
決
に
向
け
て
日
本
が
ど
れ
だ
け
重
要
な
国
で
あ
る
か
の
認
識

を
強
く
さ
れ
た
よ
う
で
す
。  

 

今
回
の
一
連
の
行
事
は
決
し
て
平
穏
無
事
に
行
わ
れ
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
少
な
く
は
な
か
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
、
私
た
ち
が
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
活
動
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
事
実
と
、
そ
の
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
教
え

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
ま
し
た
。 

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
、 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た 

皆
様
に
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

は
、
日
本
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
支
援
の
灯
を
決
し
て
消
す
こ
と 

が
な
い
様
、
そ
し
て
何
よ
り
も
民
族
浄
化
の
渦
中
に
あ
る
ウ
イ 

グ
ル
人
に
一
日
で
も
早
く
安
寧
の
日
々
が
訪
れ
る
様
、
今
後
も 

あ
ら
ゆ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
担
当:

廣
瀬
） 

 

【
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
第
三
十
六
条
】 

１ 

中
華
人
民
共
和
国
公
民
は
、
宗
教
信
仰 

の
自
由
を
有
す
る
。 

２ 

い
か
な
る
国
家
機
関
、
社
会
団
体
又
は
個

人
も
、
公
民
に
宗
教
の
信
仰
又
は
不
信
仰
を
強

制
し
て
は
な
ら
ず
、
宗
教
を
信
仰
す
る
公
民
と

宗
教
を
信
仰
し
な
い
公
民
を
差
別
し
て
は
な
ら

な
い
。 

３ 

国
家
は
正
常
な
宗
教
活
動
を
保
護
す
る
。

何
人
も
、
宗
教
を
利
用
し
て
、
社
会
秩
序
を
破

壊
し
、
公
民
の
身
体
・
健
康
を
損
な
い
、
又
は

国
家
の
教
育
制
度
を
妨
害
す
る
活
動
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。 

４ 
宗
教
団
体
及
び
宗
教
事
務
は
、
外
国
勢
力

の
支
配
を
受
け
な
い
。 
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更
に
２
０
０
７
年
か
ら
は
、
ム
ス
リ
ム
の
五
行
で
あ
る
「
メ

ッ
カ
巡
礼
（
ハ
ッ
ジ
）」
を
阻
害
す
る
た
め
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
の

パ
ス
ポ
ー
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
起
き
て
い

る
。 モ

ス
ク
に
は
１
８
歳
以
下
の
者
、
公
務
員
、
共
産
党
員
は
入

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
１
８
歳
以
下
の
者
に
は
自
宅
で

宗
教
教
育
を
受
け
る
こ
と
す
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
学
校
で
は
、
宗
教
の
祭
日
を
祝
う
こ
と
、
宗
教
の
テ
キ

ス
ト
を
学
ぶ
こ
と
、
宗
教
的
な
衣
装
を
ま
と
う
事
な
ど
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
女
性
の
ス
カ
ー
フ
、
男
性
の

ひ
げ
な
ど
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

学
校
の
寮
で
は
教
師
が
、
１
日
５
回
の
祈
り
や
、
ラ
マ
ダ
ン

の
と
き
の
断
食
（
日
中
は
飲
み
食
い
を
し
な
い
）
な
ど
の
、
宗

教
的
行
為
を
行
っ
て
い
る
学
生
が
い
な
い
か
を
見
回
っ
て
い

る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
ラ
マ
ダ
ン
の
時
期
だ
け
、
職
場
や
学
校

で
は
昼
の
弁
当
が
用
意
さ
れ
る
と
い
う
。 

  

文
革
の
時
期
に
は
多
く
の
モ
ス
ク
が
閉
鎖
さ
れ
、
聖
職
者
も

逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
宗
教
的
に
最
悪
の
受
難
の
時
期
で
あ
っ
た
。

文
革
終
了
後
、
徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
９
０
年
代

中
頃
か
ら
再
び
数
百
の
モ
ス
ク
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。 も

し
こ
れ
ら
の
中
国
政
府
に
よ
る
宗
教
的
取
り
決
め
に
違
反

し
た
場
合
に
は
、
職
場
な
ど
か
ら
追
放
、
罰
金
、
ト
ウ
案
（
身

分
調
書
）
へ
の
犯
罪
歴
の
記
録
、
家
族
へ
の
嫌
が
ら
せ
、
拘
留
、 

労
働
矯
正
な
ど
の
行
政
処
分
が
待
っ
て
い
る
。 

  

中
国
政
府
の
目
的
は
、
国
家
の
許
可
な
し
に
宗
教
団
体
が
宗

教
活
動
を
す
る
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
こ
と
と
、
許
可
し
た
場 

合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
宗
教
団
体
を
自
ら
の
監
視
下
に
置
く
こ 

 
こ
れ
以
後
次
第
に
イ
ス
ラ
ム
教
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
全
域
に

浸
透
し
て
い
っ
た
が
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
全
土
が
イ
ス
ラ
ム
化

さ
れ
る
の
は
、
１
６
世
紀
前
半
に
ク
ム
ル
（
ハ
ミ
）
か
ら
仏
教

徒
勢
力
が
追
い
出
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。 

  

イ
ス
ラ
ム
教
が
受
容
さ
れ
て
か
ら
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ウ

イ
グ
ル
人
た
ち
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
生
活
の
重
要
な
位

置
を
占
め
て
き
た
。 

し
か
し
中
国
政
府
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
民

族
浄
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
信
仰
に
対
し
て

も
様
々
な
弾
圧
を
行
っ
て
い
る
。 

 

中
国
政
府
の
行
う 

ウ
イ
グ
ル
人
の
イ
ス
ラ
ム
教
信
仰
へ
の
弾
圧 

 

中
国
は
共
産
主
義
無
宗
教
国
家
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教

に
対
し
て
の
抑
圧
を
行
っ
て
い
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
イ
ス
ラ

ム
教
信
仰
へ
の
弾
圧
は
特
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

 

全
て
の
モ
ス
ク
は
国
家
が
管
理
す
る
「
中
国
イ
ス
ラ
ム
協
会
」

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
イ
マ
ム
以
上
の
宗
教
指

導
者
は
当
局
か
ら
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
指
導

者
は
定
期
的
に
愛
国
教
育
を
受
け
て
、
免
許
を
更
新
す
る
必
要

が
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
義
に
通
じ
た
者
で
は

な
く
、
中
国
政
府
の
意
向
に
沿
う
者
が
宗
教
指
導
者
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
当
局
に
よ
っ
て
、
ど
の
版
の
コ
ー
ラ
ン
を
使
用
し
て
良

い
か
、
催
事
で
ど
の
よ
う
な
内
容
を
話
し
て
よ
い
か
、
な
ど
が

厳
重
に
監
視
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

と
で
あ
る
。 

 

ソ
連
の
崩
壊
と
中
央
ア
ジ
ア
の
独
立
が
あ
っ
た
１
９
９
０
年

代
中
頃
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
弾
圧
が
強
め
ら
れ
た
。
中
国
政

府
は
犯
罪
撲
滅
の
た
め
「
厳
打
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
度
々
行
わ
れ

る
が
、
中
国
全
土
で
は
通
常
の
犯
罪
に
つ
い
て
を
対
象
に
し
て
い

る
の
に
対
し
、
こ
こ
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
い
て
は
、
宗
教
へ
の

弾
圧
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
「
宗
教

活
動
」
＝
「
分
離
主
義
運
動
」
で
あ
る
と
み
な
し
、
「
厳
打
」
の

対
象
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

ウ
イ
グ
ル
人
の
宗
教
活
動
に
対
し
て
の
締
め
付
け
は
、
他
の
民

族
に
比
べ
て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
民
族
、
カ
ザ
フ
、

タ
ジ
ク
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
は
既
に
中
国
の
外
に
自
民

族
の
国
家
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
民
族
独
立
主
義
的
な
志

向
が
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

  

イ
ス
ラ
ム
教
は
、
彼
ら
テ
ュ
ル
ク
系
諸
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
う
ち
、
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、

中
国
政
府
か
ら
の
弾
圧
は
、
彼
ら
か
ら
し
て
み
れ
ば
単
な
る
宗
教

へ
の
弾
圧
に
留
ま
ら
ず
、
自
ら
の
存
在
を
否
定
さ
れ
る
か
の
よ
う

な
脅
威
を
抱
か
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
若
者
へ
の
宗
教
的
な

教
育
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
と
共
に
地
域
社
会
の
連
帯
が
好

ま
し
く
な
い
と
し
て
政
府
に
よ
り
地
域
の
集
ま
り
が
制
限
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
若
者
の
信
仰
や
モ
ラ
ル
が
低
下
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
様
々
な
抑
圧
や
経
済
的
な
差
別
な
ど
か
ら
希
望
を
失
う

者
が
、
ド
ラ
ッ
グ
に
溺
れ
て
エ
イ
ズ
に
罹
っ
た
り
す
る
な
ど
深
刻

な
社
会
問
題
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
担
当:

佐
藤
） 
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多民族国家 中国 

王 柯 著 

            岩波書店 

 

本
書
か
ら
感
じ
た
こ
と
は
、
中
華
文
化
の
同
化
に
対
す
る
自

信
で
す
、
何
が
ウ
イ
グ
ル
へ
の
同
化
、
中
華
文
化
の
周
辺
へ
の

拡
張
の
正
当
化
に
つ
な
が
る
の
か
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
知
る

必
要
が
あ
り
、
対
応
が
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

書
籍
紹
介 

５
章
「
国
際
政
治
の
は
ざ
ま
で
」
で
は
、
独
立
運
動
は
ソ
連

な
ど
の
周
辺
国
の
干
渉
、
介
入
に
よ
る
も
の
で
、
少
数
の
独
立

派
が
そ
れ
に
乗
っ
た
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

モ
ン
ゴ
ル
国
の
独
立
を
問
う
公
民
投
票
で
モ
ン
ゴ
ル
人
は
独
立

に
賛
成
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
識
字
率
の
低

さ
を
挙
げ
、
本
当
は
独
立
の
意
思
が
な
い
の
で
は
と
述
べ
て
い

ま
す
。 

し
か
し
文
字
を
読
め
る
、
読
め
な
い
に
関
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル

人
が
自
分
の
意
思
で
中
国
の
一
部
に
な
る
こ
と
を
選
択
す
る
事

は
想
像
し
難
く
、
漢
人
視
点
で
の
願
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
は
ほ
か
の
５
２
の
民
族

と
は
違
い
、
中
国
に
支
配
さ
れ
る
前
に
は
自
分
た
ち
の
国
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
異
な
る
他
の
民
族
と
同
列

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
論
点
を
ぼ
か
し
て
い
る
の
は
残
念

で
す
。 

ま
た
、「
少
数
民
族
」
か
ら
見
た
民
族
浄
化
な
ど
の
実
態
に
つ

い
て
本
書
は
完
全
に
無
視
し
て
い
ま
す
。 

ウ
イ
グ
ル
に
対
し
て
は
「
西
部
大
開
発
」
な
ど
経
済
発
展
の

た
め
に
多
大
な
投
資
を
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
本
書
で

は
経
済
格
差
を
無
く
す
る
為
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
が
逆
に
「
西
気
東
輸
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
資
源
の
収
奪
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

著
者
は
日
本
で
言
わ
れ
る
「
中
華
思
想
」
を
否
定
し
て
い
ま

す
が
、
前
述
の
通
り
「
東
夷
」「
西
戎
」「
北
狄
」「
南
蛮
」
は
差

別
用
語
で
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
時
代
を
経
て

差
別
に
な
っ
て
い
っ
た
経
緯
こ
そ
問
題
で
あ
る
と
い
う
視
点
の

無
さ
に
現
れ
る
漢
人
側
の
同
化
に
対
す
る
鈍
感
さ
こ
そ
中
華
思

想
そ
の
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。 

 
日
本
で
の
ウ
イ
グ
ル
支
援
運
動
は
２
０
０
８
年
頃
よ
り
少
し

ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
、
し
か
し
８
０
年
ほ
ど
前
か
ら
日

本
が
ウ
イ
グ
ル
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
は
、
関
連
す
る
資
料
が
、
外
交
公
電
な
ど
一
般
の
人
が

み
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
最
近
で
こ
そ
「
日
中
戦
争
と
イ
ス

ラ
ー
ム
」
「
帝
国
陸
軍
見
果
て
ぬ
「
防
共
回
廊
」
」
な
ど
が
出
版

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
は
こ
の
「
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム

史
」
を
除
い
て
出
版
物
は
皆
無
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
い
ま

す
。
本
書
は
日
本
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
が
書
か
れ
て
お
り
、

ウ
イ
グ
ル
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
記
述
の
分
量
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
工
作
活
動
を
し
て
い
た
著
者
が
直
に
体
験
し

た
ウ
イ
グ
ル
の
活
動
家
の
接
触
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

日本イスラーム史 

小村 不二男 著 

     日本イスラーム友好連盟 

「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
研
究
」
の
著
者
で
あ
る
王
柯
が
、

中
国
民
族
政
策
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
で
す
。
王
柯
氏
は
漢
人

で
あ
る
た
め
、
漢
人
の
立
場
か
ら
の
解
析
で
あ
り
賛
成
で
き
な

い
面
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
漢
人
か
ら
の
民
族
問
題
の
見
方
を

知
る
た
め
に
、
ま
た
新
書
と
い
う
入
手
し
や
す
く
読
み
や
す
い

媒
体
の
た
め
、
中
国
の
民
族
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
に
は
一
読

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

ま
ず
著
者
は
中
華
文
化
を
漢
籍
古
典
か
ら
解
析
し
、
「
東
夷
」

「
西
戎
」
「
北
狄
」
「
南
蛮
」
と
い
う
言
葉
も
中
原
周
辺
の
民
族

の
生
活
に
根
ざ
し
た
も
の
で
差
別
的
な
意
味
の
な
い
こ
と
を
説

明
し
、
中
華
に
と
っ
て
異
民
族
は
必
要
な
も
の
と
説
い
て
い
ま

す
。 ま

た
、
２
，
３
章
で
現
在
の
５
６
民
族
に
い
た
る
民
族
政
策

の
経
緯
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
本
書
は
中
国
の
民
族

政
策
な
ど
歴
史
を
知
る
点
で
は
良
い
で
す
が
、
民
族
問
題
の
分

析
に
つ
い
て
は
完
全
に
間
違
っ
て
い
ま
す
。
王
力
雄
の
本
を
私

は
ま
だ
読
ん
で
い
ま
せ
ん
が
漢
人
の
立
場
で
は
公
平
な
視
点
で

民
族
問
題
を
論
じ
る
の
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 
  

画
像
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
編
） 
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   ○お陰さまでまもなく１年。「蒼空」第４号のお届 

   けです。○今回、都合により「ウイグル料理紹介」 

   はお休みさせて頂きます。○あのウルムチ事件から 

   もう１年。未だ多くの方が行方不明の由、憤りを感 

   じます。○世界ウイグル会議幹部来日に際し、多く 

   の方々にお力添えを頂きました。本当に有難うござ 

   います。○前号にてさらなるご支援のお願いを致し 

   ました所、複数の方よりご寄付を頂きました。伏し 

   て御礼を申し上げる次第です。有難うございます。（編） 

西
安
の
回
回
営
で
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ズ
の
息
子
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ

ヤ
ズ
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
と
会
っ
た
、
北
京
の
ハ
ミ
館
で
ウ
イ
グ
ル

の
民
族
活
動
家
た
ち
と
会
い
上
海
、
北
京
、
南
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
支

援
し
た
り
、
移
動
を
助
け
た
、
と
い
う
記
述
。
エ
イ
サ
・
ユ
ス
プ
・

ア
ル
プ
テ
キ
ン
も
小
村
た
ち
と
会
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
そ

れ
に
当
た
り
ま
す
。 

後
に
エ
イ
サ
・
ユ
ス
プ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
は
息
子
の
エ
ル
キ

ン
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
と
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
亡
命
し
、
エ
ル
キ

ン
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
は
亡
命
後
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
た
め
の
活
動
を

ド
イ
ツ
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

１
９
９
１
年
に

U
N

P
O

(

代
表
権
を
持
て
な
い
国
と
民
族
の
組

織)

を
設
立
、２
０
０
４
年
に
は
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
を
設
立
し
初

代
総
裁
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
東
京
モ
ス
ク(

現
在
の
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー)

の
設
立
の
経

過
も
書
か
れ
て
お
り
気
に
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
１
９
３
０
年
代
の
ウ
イ
グ
ル
独
立
運
動
を
し
て
い
た
ム

ハ
マ
ン
ド
・
イ
ミ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
が
東
京
モ
ス
ク
の
３
代
目

の
イ
マ
ー
ム
を
し
て
い
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

本
書
は
貴
重
な
証
言
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
あ
る
意
味
に

お
い
て
、
余
り
良
い
本
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。
大
量
の
人
名
、

組
織
名
が
で
て
く
る
の
で
す
が
、
索
引
が
な
く
、
余
り
文
章
が
整

理
さ
れ
て
い
な
い
点
が
と
て
も
残
念
で
す
。 

ま
た
著
者
が
工
作
活
動
を
し
て
い
た
た
め
な
の
か
意
味
が
わ

か
ら
な
い
謎
の
文
章
も
み
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
登
場
す
る
小
村
不
二
男
、
竹
内
義
典
、

茂
川
秀
和
は
日
本
の
敗
戦
後
の
生
活
も
謎
が
多
く
個
人
的
に
は

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。 

（
担
当:

ム
シ
ュ
ク
） 

 

拝
啓 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
会
長 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
指
導
部
の
皆
さ
ま 

  

こ
ん
に
ち
は
。
先
日
の
訪
日
の
際
に
は
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
わ
が
民
族

及
び
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
が
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
、
２
０
０
８
年
以
来
日
本
を
４
回
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
が
日
本
を
重
視

し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
訪
日
の
際
に
、
日
本
社
会
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
問
題
に
関
す
る
様
々
な
新
し
い

こ
と
や
変
化
を
実
感
し
、
当
時
私
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
を
設
立
さ

せ
た
こ
と
に
改
め
て
満
足
し
、
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
よ
う
な
誠
心

誠
意
で
接
し
て
く
れ
る
同
志
達
と
一
緒
に
行
動
で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

５
月
１
９
日
～
２
４
日
の
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
及
び
実
行
に
尽
力
さ
れ
た
日
本

ウ
イ
グ
ル
協
会
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
誠
実
な
努
力
に
私
た
ち
は
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。 

  

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
長
、
会
員
皆
様
、
そ
し
て
私
た
ち
は
日
本
に
一
つ
の
新
し
い
種

を
ま
き
ま
し
た
。
こ
の
種
が
実
っ
た
の
を
仮
に
私
た
ち
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

将
来
の
子
孫
た
ち
は
見
ら
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

ウ
イ
グ
ル
人
と
日
本
人
が
一
致
団
結
し
て
、
共
通
の
敵
で
あ
る
中
国
共
産
党
に
対
し
て

力
を
合
わ
せ
て
戦
っ
た
ら
、
敵
の
脅
威
か
ら
民
族
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

  

そ
れ
で
は
、
ま
た
お
会
い
す
る
ま
で
、
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
副
総
裁 

セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議 

セ
イ
ッ
ト
副
総
裁
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

【
告
知
】 

ウ
ル
ム
チ
虐
殺
一
周
年
抗
議
デ
モ 

 

７
月
４
日 

１
５
時
３
０
分
集
合 

 
 
 
 
 
 
 

出
発
地 

常
盤
橋
公
園 

 
 
 
 

※
地
下
鉄
半
蔵
門
線
三
越
前
駅
か
ら
徒
歩
２
分
、 

大
手
町
駅
か
ら
徒
歩
４
分
、
銀
座
線
三
越
前
駅 

か
ら
徒
歩
５
分
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
か
ら
徒
歩
６
分 

 

コ
ー
ス
予
定 

常
盤
橋
公
園→

八
重
洲
中
央
口
前→

数
寄
屋
橋 

→

日
航
ホ
テ
ル
前
右→

日
比
谷
公
園
解
散 

 

 

直
前
の
告
知
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

当
日
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

お
手
伝
い
下
さ
る
方
は
、
１
４
時
に
常
盤
橋
公
園 

ま
で
お
越
し
下
さ
い
。 

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

編集後記 
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